
 

 

 

 

 

 

～介護職員実務者研修の資格取得を目指すコースです～      承認：平成 28 年 2 月 24 日 長第 3526 号 

 

訓 練 期 間 ６か月 

自己負担額 テキストは無料貸出。※金額が変更になる場合があります。 

健康診断：7,000 円程度   訓練生総合保険：4,900 円+振込手数料(必須) 

 

実施予定施設 

定 員 10 名（7 名より開講） 
※選考により受講者を決定します。  

募 集 対 象  就職を強く希望される方で、公共職業安定所長の受講指示等を受けられる方 

  

訓 練 時 間 9：00～16：00（6 時間） 

令和６年度 職業訓練のご案内    知識等習得コース（介護 6）   №5-06-17-133-05-0242 

 

受講料
無 料 

開 講 式 3 月 28 日（金）午前 10：00 から㈱ドット 2 号館にて行います。※午後から授業があります。 

 

面接実施場所 石川県立七尾産業技術専門校にて 

※面接時間は受験票にてご確認下さい。受験票は申込締切後 1 週間程度でお手元に届きます。 

 

株式会社ドット 2 号館  〒925-0033 石川県羽咋市川原町エ 178 

羽咋駅東駐車場（無料）（JR 七尾線羽咋駅から教室まで徒歩 3 分） 

施設見学をご希望の方は、お気軽にお問い合わせください。Tel：0767-22-8222（代表） 

《雇用保険受給資格者の方》 訓練期間中、雇用保険（基本手当）の支給が延長されます。一定の用件がありますの

で、詳しくは最寄りのハローワークにてお問い合わせください。 

《雇用保険を受給できない方》  一定の支給要件を満たす方には、訓練期間中、職業訓練受講給付金が支給されます。 

           支給要件は最寄りのハローワークにてお問い合わせください。 

 

開講月 申込締切日 選考（面接）日 合格発表日 開講日・終了日 

３月 ３月７日(金） ３月 1８日（火） 
３月 1９（水） 
※この日に発送
します。 

令和７年３月 2８日（金） 

～ 令和７年９月 2６日（金） 

 

訓 練 休：原則として土曜・日曜・祝日 

夏期休暇：8/13～8/15（3 日間） 

※6/6（金）6/23（月）8/1（金）は休校日 

※就職活動日：８/2９（金） 

 

★受講申し込みは、各公共職業安定所（ハローワーク）職業相談窓口まで 

★カリキュラムに関するお問い合わせ先   

㈱ドット 2 号館 石川県羽咋市川原町エ 178 ℡（0767）22-8222 

★その他のお問い合わせ先（受験票など） 

石川県立七尾産業技術専門校 石川県七尾市津向町ヘ部 34 番地 

℡（0767）52-31599 

 

訓練仕上がり像 介護の基礎から専門性の高い知識・技術を習得し、介護従事者として介護全般の支援業務ができ 
即戦力となる人材を目指す。 

  

この訓練は、石川県が選考した機関に委託して離職者等の就職支援を行うものです。 

 



株式会社ドット２号館

介護職員実務者研修科（２）

10名

令和7年3月28日 ～ 令和7年9月26日 (6か月)

9:00 ～ 16:00

時間数

行事 6Ｈ

就職支援 36Ｈ

人間の尊厳と自立 15Ｈ

社会の理解 36Ｈ

介護の基本 36Ｈ

コミュニケーション
技術

24Ｈ

介護過程Ⅰ・Ⅱ 54Ｈ

発達と老化の理解 36Ｈ

認知症の理解 51Ｈ

障害の理解 57Ｈ

こころとからだのし
くみ

99Ｈ

医療的ケア 63Ｈ

職場見学 9Ｈ

生活支援技術 60Ｈ

介護過程Ⅲ 57Ｈ

医療的ケア演習 21Ｈ

660時間 （学科 522時間 実技 138時間 )

78.6%

82.3%

69.2%

取得可能な資格・検定
(別途資格試験等の受検を要するもの)

修了時取得できる資格等
(修了時別途資格試験等を受検することなく

取得できるもの)

介護職員実務者研修修了（一定の修了要件を満たした者）

過去に実施した職業訓練の
就職率（類似分野）

令和3年度

令和4年度

※記載内容について、一部変更となる場合があります。

学
　
　
　
科

オリエンテーション

主　要　な　機　械　設　備
介護用ベッド、車いす、介護浴槽、ポータブルトイレ、血圧計、杖、シ
ミュレータ、等

令和5年度

計 総訓練時間

介護過程Ⅰ（基礎的知識・展開・チームアプローチ）介護過程Ⅱ（展
開の実際）・総合学習

発達と老化の理解Ⅰ（心の変化と日常生活への影響・体の変化と日常
生活への影響）発達と老化の理解Ⅱ（人間の成長・発達・老年期の発
達、成熟と心理・高齢者に多い症状・疾病等と留意点）・総合学習

認知症の理解Ⅰ（理念・生活障害、心理と行動の特徴関わりと支援の
基本）認知症の理解Ⅱ（医学的方面から見た認知症の理解・家族への
支援）・総合学習

障害の理解Ⅰ（理念・生活障害、心理と行動の特徴関わりと支援の基
本）障害の理解Ⅱ（医学的方面から見た認知症の理解・障害者児者へ
の支援）・総合学習

こころとからだのしくみⅠ（介護に関係した身体の仕組みの基礎的な
理解・移動・移乗・食事・入浴・清潔保持・排泄・着脱、整容、口腔
清潔）こころとからだのしくみⅡ（人間の心理・構造と機能・身体の
仕組み、観察のポイント、連携等の留意点・終末期の介護）・総合学
習

医療的ケアの実施の基礎・ 喀痰吸引（基礎的知識・実施手順）・経
管栄養（基礎的知識・実施手順）・総合学習

職場見学（３か所）

訓練概要
介護職員として人権擁護の視点・職業倫理の基本・専門性を理解したうえで、実践に必要な自立
支援・共感的理解力・コミュニケーション力等の知識・技術の習得し、即戦力となり長期安定し
た就業を目指します。

訓練目標
介護の基礎から専門性の高い知識・技術を習得し、介護従事者として介護全般の支援業務ができ
即戦力となる人材を目指します。

実
　
　
技

科　　　　目 科　　　目　　　の　　　内　　　容

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
の
　
　
　
　
内
　
　
　
　
容

ジョブカード活用方法の説明、ジョブカード作成、履歴書作成、職務
経歴書作成、社会人としてのマナー、挨拶、言葉遣い、服装、電話対
応、ＦＡＸ、メール、電話のかけ方、受け方、ＦＡＸの送り方、メー
ルの書き方、名刺交換、接客、名刺の扱い方と管理、名刺交換の仕
方、接客の仕方、お茶の出し方、面接ロールプレイ等

人間の多面的理解・ 自立と・自立の支援・人権と尊厳・総合学習

社会の理解I（介護保険制度）・社会の理解Ⅱ（生活と福祉・社会保
険制度・障害者自立支援制度・介護実践に関連する諸制度）

介護の基本Ⅰ（介護福祉士制度・尊厳の保持、自立に向けた介護の考
えかたと展開・介護福祉士の倫理）介護の基本Ⅱ（介護を必要とする
人の生活の理解と支援・実践における連携・安全の確保とリスクマネ
ジメント・介護福祉士の安全）・総合学習

コミュニケーション技術・利用者、家族とのコミュニケーション・
チームのコミュニケーション・総合学習

生活支援技術Ⅰ（ 生活支援とＩＣＦ・ボディメカニクスの活用・介
護技術の基本・移動・移乗、食事、入浴・清潔保持、排泄、着脱、整
容、口腔清潔、家事援助等・環境整備、福祉用具活用等の視点）生活
支援技術Ⅱ（移動・移乗の介護・食事の介護・入浴・清潔保持の介
護・排泄の介護・着脱、整容、口腔清潔・睡眠の介護・終末期の介
護・総合学習

介護過程の展開の実際・技術評価・総合学習

喀痰吸引・ 経管栄養・救急法蘇生法演習・総合学習

訓練カリキュラム No.5-06-17-133-05-0242

実施施設名

訓練科名

定員
就職先

の
職務

介護職（介護施設全般）訓練期間

訓練時間


